
 

 

長崎市立大園小学校学校だより 

「できた！」 
令和４年 ５月１０日 

No.４ 
文責 校長 木下和敏 

「止まる」意識してほしい言葉 
  ゴールデンウィークが終わり、５月のさわやかな風を感じる日が続いています。元気な声で朝のあいさつ 

を交わす子どもたちの笑顔が輝きを増す季節が来たなと感じています。新型コロナウイルスへの基本的な感 

染防止対策は継続していきますが、熱中症への対策も必要な時期を迎えます。ご家庭でもお子様の体調管理 

や日々の健康観察をお願いいたします。 

  さて、今日の昼に全校集会を行いました。子どもたちの学校生活の様子から、心に留めておいてほしい言 

葉「止まる」について話をしました。興味をもって、ワクワク感を抱きながら生活することは大切だと思い 

ます。しかし、よく考えずに行動してしまったために失敗することもあります。時には交通事故など命にか 

かわることにつながることもあります。心にゆとりをもち、安全で楽しい生活をおくってほしいと思います。 

  

新しい先生の紹介 

 たんぽぽ１組担任の A 先生は病気治療のため退職

することとなりました。担任不在となった期間、他の

職員で子どもたちへの指導を行ってきましたが不自

由な生活となっていたことと思います。また保護者の

皆様にも大変、ご心配をおかけし申し訳ありませんで

した。本日から新たなたんぽぽ１組の担任として、B

先生が着任されました。B 先生は経験豊かな先生です。

たんぽぽ１組の子どもたちが安心して生活できるよ

う尽力いただきます。 

 長崎大学大学院から教育実習として C 先生が来ら

れます。１学期の間は毎週火曜日に実習を行います。

C 先生は現職の小学校の先生で、専門性を高めるため

に大学院で学ばれています。ひまわり２組を中心に実

習を行っていきます。 

【５月全校集会での校長講話】（一部抜粋） 

今日はみなさんに伝えたい言葉があります。それは「止まる」という言葉です。「止まる」とは、どんな時

に使うでしょうか。「横断歩道の前で止まる」という使い方があります。この止まるは、命を守るために安全

を確認するために行う行動を表しています。「立ち止まって考える」という使い方があります。これは、自分

の考えをもう一度振り返って、間違いがないか確認するなど考えを深めるために行う行動を表しています。 

「止（や）める」という使い方もあります。話を止めるなど自分の行動を見直したり、人から声をかけられて

動作を止めたりすることを表しています。「止まる」は、あわてずに時間をかけて行うことで、それが命を守

ることにつながったり、しっかりと考えることで「できた」ということを増やしたりしていくことにつながり

ます。「止まる」というこの一つの言葉を心においておくだけで、私たちの生活を変えることができます。ぜ

ひ、「止まる」をしたらよいことを学級でも話してください。 

大園小学校の子どもは、「やる気・やさしさ・元気いっぱいの子ども」です。みんなできまりやマナーを守

り、誰もが過ごしやすい大園小学校へと磨いていきましょう。 

※下の吉野弘さんの詩は、階段掲示板に掲載しています。「止」がよくわかる詩です。 

「止」戯歌(ざれうた)    吉野弘 

「歩」は「止」と「少」から出来ています。 

歩く動作の中に「止まる」動作が 

ほんの「少し」含まれています。 

「正」は「一」と「止」から出来ています。 

信念の独走を「一度、思い止(とど)まる」のが 

「正」ということでしょうか。 

正しさを振りかざす御仁ほど 

自分を顧みようとする資質を欠いているようです。 

正義漢がふえると、揉め事もふえるのは 

そのためです。 

「歳」の中にも「止」があります。 

より多く年齢を収穫するのが 

歳の自然な成り行きかと思っていましたが 

歳は人それぞれの宿命に応じて 

その歩みを止めるのです。 


